

















紀 1)、入江　貞治 1)、町田　　毅 1)、潮屋　春菜 2)、











































































































年3月1日に当科を紹介初診。血液検査にてWBC 1800/μl(Bans 7%, 
Seg 39%, Eo 7%, Ba 0%, Lym 35%, Mo 10%, At-lym 1%, blast 1%), 
Hb 6.6g/dl, PLT 3.8万/μlと汎血球減少を、骨髄穿刺にて3系統の異
形成(好中球脱顆粒、小型巨核球、2核赤芽球)およびCD13(+)CD33(+)
CD34(+)HLA-DR(+)のペルオキシダーゼ陽性のblast 21.2%を認め










INT-2 5例、High 3例であった。治療反応はCR 3例、marrow CR 3
例、stable disease 7例、relapse after CR or PR 3例、failure 3例で、
実施サイクル数の平均は4.2回であった。Azacitidineは有害事象は比
較的軽微であるにも関わらずMDSの予後を改善しうる薬剤であり、
当科では今後も積極的に投与していきたいと考えている。
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